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ガザを考える
天井のない監獄

7/25(木) 16:10～
G8-502

(国際教養学部棟５階)
申し込み等不要

昨年の10月7日ハマスのイスラエル攻撃により始まったイスラエルに
よるガザへの侵攻、10月7日から今ガザはどうなっているのか、そし
て10月7日以前には何があったのかを国際政治学者で中東政治を専門
とされている酒井啓子先生そしてガザの惨状に心を痛める国際教養学
部生(北村蒼太)が解説。
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